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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞質末梢に存在する、それぞれ異なるタンパク質であるα、β、γカテニン（102、94、86 kDa）は、多くの組織に存在し、細胞接着カドヘリンの保存された細胞質末端ドメインに結合します。カテニンはEカドヘリンを他の膜貫通タンパク質または細胞質タンパク質に結合させ、Wnt1プロトオンコジーンによって調節されます。βカテニンの中心コア領域は、カドヘリン・カテニン複合体とEGFRの相互作用に関与しています。βカテニンを介したシグナル伝達は、脊椎動物の神経発達のいくつかの段階に関与しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	1) Hela、2) 293T、3) MCF7、4) マウス脳組織、3) ラット肝臓組織のウェスタンブロット分析（1:2,000希釈のβ-カテニンマウスモノクローナル抗体を使用）
	

	1:x200に希釈したβ-カテニンマウスmAb(13C6)によるヒト乳癌組織のIHC染色。

